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二
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二
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第
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五
十
八
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第
一
項
の
規
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よ
り
、
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及
び
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子

並
び
に
寡
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福
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和
三
十
九
年
法
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第
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二
十
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号
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祉
資
金
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付
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係
る
元
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償
還
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修
学
資
金
貸
付
条
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（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
八
号
）
に
基
づ

く
修
学
資
金
に
係
る
償
還
金
及
び
こ
れ
ら
の
償
還
に
係
る
遅
延
損
害
金
の
収
納
事
務
を
平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
八

日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。
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託
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東
京
都
港
区
芝
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丁
目
十
六
番
二
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号

　
　

ニ
ッ
テ
レ
債
権
回
収
株
式
会
社

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
ま
で　

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
八
号

　

農
地
中
間
管
理
機
構
公
益
社
団
法
人
み
や
ぎ
農
業
振
興
公
社
か
ら
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た

の
で
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
年
二
月
六
日
ま
で
、
次
の
と
お
り

公
衆
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縦
覧
に
供
す
る
。
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一　

農
用
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利
用
配
分
計
画
の
概
要
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冊
の
と
お
り

二　

申
請
年
月
日

　
　

平
成
三
十
年
一
月
十
日

三　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
五
十
九
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
海
岸
保
全
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定

す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
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海　

岸　

の　

名　

称

指　
　
　

定　
　
　

区　
　
　

域

沿
岸
名

漁
港
名

地　

区

海
岸
名

三
陸
南
沿

岸

載
鈎
漁
港

海
岸

載
鈎
地
区

海
岸

　

次
に
掲
げ
る
イ
点
か
ら
ヲ
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
直
線
及
び
イ
点
と

ヲ
点
を
結
ん
だ
直
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
Ａ
点 　

気
仙
沼
市
唐
桑
町
載
鈎
七
六
番
地
先
に
設
置
し
た
標
柱
の

点

イ
点　

基
点
Ａ
点
か
ら
一
五
六
度
〇
〇
分
七
四
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ロ
点　

イ
点
か
ら
三
三
三
度
〇
〇
分
七
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ハ
点　

ロ
点
か
ら
四
三
度
〇
〇
分
一
二
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ニ
点　

ハ
点
か
ら
三
二
三
度
〇
〇
分
七
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ホ
点　

ニ
点
か
ら
五
四
度
〇
〇
分
一
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヘ
点　

ホ
点
か
ら
三
一
八
度
〇
〇
分
一
七
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ト
点　

ヘ
点
か
ら
二
五
八
度
〇
〇
分
三
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

チ
点　

ト
点
か
ら
三
二
九
度
〇
〇
分
五
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

リ
点　

チ
点
か
ら
一
六
度
〇
〇
分
三
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヌ
点　

リ
点
か
ら
三
五
度
〇
〇
分
二
九
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ル
点　

ヌ
点
か
ら
一
三
六
度
〇
〇
分
一
五
八
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヲ
点　

ル
点
か
ら
一
八
八
度
〇
〇
分
八
八
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
三
年
宮
城
県
告
示
第
千
十
四
号

（
海
岸
保
全
区
域
の
指
定
）
で
指
定
し
た
海
岸
保
全
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

海　

岸　

の　

名　

称

指　
　
　

定　
　
　

区　
　
　

域

沿
岸
名

漁
港
名

地　

区

海
岸
名

三
陸
南
沿

岸

只
越
漁
港

海
岸

只
越
地
区

海
岸

　

次
に
掲
げ
る
イ
点
か
ら
ト
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
直
線
及
び
イ
点
と

ト
点
を
結
ん
だ
直
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
Ａ
点 　

気
仙
沼
市
唐
桑
町
只
越
九
九
番
の
二
に
設
置
し
た
標
柱
の

点

イ
点　

基
点
Ａ
点
か
ら
一
六
六
度
〇
〇
分
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ロ
点　

イ
点
か
ら
三
二
七
度
〇
〇
分
一
七
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ハ
点　

ロ
点
か
ら
八
度
〇
〇
分
一
七
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ニ
点　

ハ
点
か
ら
九
八
度
〇
〇
分
三
八
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ホ
点　

ニ
点
か
ら
一
八
八
度
〇
〇
分
一
九
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヘ
点　

ホ
点
か
ら
九
七
度
〇
〇
分
三
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ト
点　

ヘ
点
か
ら
一
八
八
度
〇
〇
分
一
六
四
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
一
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
三
年
宮
城
県
告
示
第
千
十
四
号

（
海
岸
保
全
区
域
の
指
定
）
で
指
定
し
た
海
岸
保
全
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

海　

岸　

の　

名　

称

指　
　
　

定　
　
　

区　
　
　

域

沿
岸
名

漁
港
名

地　

区

海
岸
名

三
陸
南
沿

岸

只
越
漁
港

海
岸

只
越
地
区

海
岸

　

次
に
掲
げ
る
チ
点
か
ら
ソ
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
直
線
及
び
チ
点
と

ソ
点
を
結
ん
だ
直
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
Ａ
点 　

気
仙
沼
市
唐
桑
町
只
越
九
九
番
の
二
に
設
置
し
た
標
柱
の

点

チ
点　

基
点
Ａ
点
か
ら
一
四
九
度
〇
〇
分
五
二
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

リ
点　

チ
点
か
ら
三
六
度
〇
〇
分
一
九
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヌ
点　

リ
点
か
ら
一
〇
二
度
〇
〇
分
一
二
七
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ル
点　

ヌ
点
か
ら
一
〇
七
度
〇
〇
分
三
六
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヲ
点　

ル
点
か
ら
一
九
六
度
〇
〇
分
四
七
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ワ
点　

ヲ
点
か
ら
二
八
七
度
〇
〇
分
一
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

カ
点　

ワ
点
か
ら
二
七
五
度
〇
〇
分
二
七
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヨ
点　

カ
点
か
ら
二
七
三
度
〇
〇
分
三
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

タ
点　

ヨ
点
か
ら
二
八
〇
度
〇
〇
分
二
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

レ
点　

タ
点
か
ら
二
八
六
度
〇
〇
分
二
八
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ソ
点　

レ
点
か
ら
二
九
〇
度
〇
〇
分
三
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
二
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
港
区
域
に
接
す
る
海
岸
保
全
区
域

の
う
ち
漁
港
管
理
者
の
長
で
あ
る
気
仙
沼
市
長
が
管
理
を
行
う
区
域
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

海　

岸　

の　

名　

称

指　
　
　

定　
　
　

区　
　
　

域

沿
岸
名

漁
港
名

地　

区

海
岸
名

三
陸
南
沿

岸

載
鈎
漁
港

海
岸

載
鈎
地
区

海
岸

　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日
宮
城
県
告
示
第
五
十
九
号
に
よ
り
海
岸

保
全
区
域
と
し
て
指
定
し
た
気
仙
沼
市
唐
桑
町
載
鈎
地
内
の
載
鈎
漁
港

海
岸
保
全
区
域
の
う
ち
載
鈎
漁
港
区
域
に
接
す
る
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
三
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
港
区
域
に
接
す
る
海
岸
保
全
区
域

の
う
ち
漁
港
管
理
者
の
長
で
あ
る
気
仙
沼
市
長
が
管
理
を
行
う
区
域
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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海　

岸　

の　

名　

称

指　
　
　

定　
　
　

区　
　
　

域

沿
岸
名

漁
港
名

地　

区

海
岸
名

三
陸
南
沿

岸

只
越
漁
港

海
岸

只
越
地
区

海
岸

　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日
宮
城
県
告
示
第
六
十
一
号
に
よ
り
海
岸

保
全
区
域
と
し
て
指
定
し
た
気
仙
沼
市
唐
桑
町
只
越
地
内
の
只
越
漁
港

海
岸
保
全
区
域
の
う
ち
只
越
漁
港
区
域
に
接
す
る
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

加
美
郡
加
美
町
字
鹿
原
掃
出
五
七
の
三
、
宮
崎
字
寒
風
沢
十
七
番
一
六

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

字
鹿
原
掃
出
五
七
の
三

　
　
　

⑵　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　
　

⑶ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑷　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

加
美
郡
加
美
町
宮
崎
字
桧
沢
六
一
の
一
・
六
二
・
六
四
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

干
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

加
美
郡
加
美
町
字
漆
沢
筒
砂
子
一
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

な
だ
れ
の
危
険
の
防
止

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

 　

加
美
郡
加
美
町
字
漆
沢
高
畑
一
の
三
・
一
の
一
八
・
一
の
二
〇
か
ら
一
の
二
二
ま
で
（
以
上
五
筆
に
つ
い
て
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
の
二
三
、
一
の
二
四
、
一
の
三
四
、
一
の
三
五
、
字
鹿
原
荒
沢
一
の
二
・
一
の

三
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
の
九
、
字
鹿
原
田
谷
地
二
ノ
一
の
一
（
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。）、
字
鹿
原
南
滝
庭
五
五
の
一
・
五
六
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
五
五
の
二
、
五
七
の
三
二
、
字
鹿
原
田
谷
地
一
の
一
、
一
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
の

六
、
宮
崎
字
桧
沢
六
一
の
一
・
六
二
・
六
四
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

公
衆
の
保
健

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林



第2927号　平成30年１月23日　火曜日 （4）宮　　城　　県　　公　　報

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
加
美
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

大
河
原
高
倉
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

柴
田
郡
大
河
原
町
字
中
川
原
八
番
七
六
地
先
か
ら

同
郡
同
町
字
甲
子
町
一
九
番
地
先
ま
で

前

一
〇
・
八
〜

 

一
九
・
〇

 

一
七
六
・
二

後

一
一
・
八
〜

 

一
九
・
〇

 
一
七
六
・
二

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

塩
釜
吉
岡
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

宮
城
郡
利
府
町
澤
乙
字
唄
沢
三
五
番
四
八
地
先
か

ら同
郡
同
町
澤
乙
字
唄
沢
三
五
番
三
地
先
ま
で

前

二
一
・
二
〜

 

二
九
・
五

 

五
二
〇
・
〇

後

一
九
・
六
〜

 

二
四
・
三

 

五
二
〇
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

大
河
原
高
倉

線

柴
田
郡
大
河
原
町
字
中
川
原
八
番
七
六
地
先
か
ら

同
郡
同
町
字
甲
子
町
一
九
番
地
先
ま
で

平
成
三
十
年

 

二
月
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
十
八
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

富
谷
市
高
屋
敷
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

富
谷
市
三
ノ
関
狼
沢
七
十
三
番
地
の
一

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日

四　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
三
十
年
一
月
十
六
日
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選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

　

イ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

政
治
団
体

の

名

称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

一
以
上
の
市
町

村
等
の
区
域
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部

届
出
年
月
日

自
由
民
主
党
迫

支
部

大
場　

文
雄

千
葉
美
智
子

登
米
市
迫
町
新
田
字
北
深
沢

一
三
七

○

平
成
二
十
九
年

 

十
二
月
十
八
日

自
由
民
主
党
大

郷
町
支
部

石
垣　

正
博

伊
藤　

峰
男

黒
川
郡
大
郷
町
中
村
字
原
一

○

平
成
二
十
九
年

 

十
二
月
二
十
六
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

イ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

ご
と
う
春
彦
後
援
会

後
藤　

春
彦

後
藤　

春
彦

石
巻
市
三
ツ
股
二

－

五

－

三
七

平
成
二
十
九
年

 
十
二
月
十
四
日

手
島
牧
世
後
援
会

鈴
木　

茂
和

片
倉　

利
子

遠
田
郡
美
里
町
二
郷
字
高
玉
一
号
二

－

一

平
成
二
十
九
年

 
十
二
月
十
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
高
清
水
支

部

長
浦　
　

信

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

栗
原
市
高
清
水
日

向
二
二

栗
原
市
高
清
水
小

山
田
字
萩
生
田
日

向
二
二

平
成
二
十
九
年

 

十
二
月
十
八
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

鈴
木　

和
博

武
田　
　

剛

自
由
民
主
党
宮
城
県
第

三
選
挙
区
支
部

西
村　

明
宏

会
計
責
任
者

の

氏

名

伊
藤
安
芸
雄

坪
根　

輝
彦

平
成
二
十
九
年

 

十
二
月
一
日

民
進
党
宮
城
県
第
１
区

総
支
部

佐
藤
わ
か
子

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の

区

分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
に

係
る
国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

平
成
二
十
九
年

 

十
二
月
十
三
日

代

表

者

の

氏

名

佐
藤
わ
か
子

山
下　

章
子

民
進
党
宮
城
県
第
２
区

総
支
部

渡
辺　

敬
信

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の

区

分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
に

係
る
国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

平
成
二
十
九
年

 

十
二
月
十
三
日

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
宮
城
野
区

萩
野
町
二

－

一

－

一

仙
台
市
泉
区
泉
中

央
一

－

三
四

－

六

代

表

者

の

氏

名

渡
辺　

敬
信

鎌
田
さ
ゆ
り

会
計
責
任
者

の

氏

名

坂
下　

康
子

平
井　

緑
子

民
進
党
宮
城
県
第
３
区

総
支
部

須
藤　
　

哲

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の

区

分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
に

係
る
国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

平
成
二
十
九
年

 

十
二
月
十
三
日

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

柴
田
郡
大
河
原
町

字
上
川
原
四
七

－

三
一

柴
田
郡
柴
田
町
東

船
迫
一

－

三

代

表

者

の

氏

名

須
藤　
　

哲

一
條　

芳
弘

民
進
党
宮
城
県
第
４
区

総
支
部

竹
谷　

英
昭

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の

区

分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
に

係
る
国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

平
成
二
十
九
年

 

十
二
月
十
三
日

代

表

者

の

氏

名

竹
谷　

英
昭

坂
東　

毅
彦

会
計
責
任
者

の

氏

名

斎
藤
き
え
子

竹
谷　

英
昭

民
進
党
宮
城
県
第
６
区

総
支
部

桜
井　
　

充

代

表

者

の

氏

名

桜
井　
　

充

安
住　
　

淳

平
成
二
十
九
年

 

十
二
月
十
三
日

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

参
議
院
議
員

衆
議
院
議
員
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㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

相
沢
孝
弘
後
援
会

紺
野　

教
悦

代

表

者

の

氏

名

紺
野　

教
悦

後
藤　

詳
蔵

平
成
二
十
九
年

 

十
二
月
二
十
四
日

新
し
い
県
政
を
つ
く
る

宮
城
県
民
の
会

佐
久
間
敬
子

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
国

分
町
一

－

八

－

一

〇

仙
台
市
青
葉
区
春

日
町
一

－

一
五

平
成
二
十
九
年

 

十
月
三
十
一
日

か
つ
ま
た
か
ず
の
り
後

援
会

山
本　

寿
則

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

石
巻
市
の
ぞ
み
野

五

－

六

－

六

石
巻
市
蛇
田
字
新

沼
田
三
九
三
番
地

三
六
街
区
一
〇
画

地

平
成
二
十
九
年

 

十
一
月
二
日

郡
和
子
の
会

郡　
　

和
子

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の

区

分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
及 

び
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政 

治
団
体

平
成
二
十
九
年

 

七
月
二
十
三
日

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
二

日
町
二

－

一

仙
台
市
青
葉
区
五

橋
二

－
四

－
一

平
成
二
十
九
年

 

十
一
月
一
日

斉
藤
み
つ
や
後
援
会

斉
藤
巳
寿
也

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

気
仙
沼
市
赤
岩
舘

森
七
〇

－

二

気
仙
沼
市
三
日
町

三
－

一
－

二
六

平
成
二
十
九
年

 

十
二
月
二
十
一
日

佐
藤
け
ん
じ
後
援
会

大
浦　

武
夫

代

表

者

の

氏

名

大
浦　

武
夫

吾
妻　

圭
一

平
成
二
十
九
年

 

十
一
月
二
十
二
日

林
宙
紀
後
援
会

林　
　

宙
紀

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の

区

分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
及

び
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体

平
成
二
十
九
年

 

七
月
九
日

我
妻
か
お
る
後
援
会

三
浦
孝
太
郎

代

表

者

の

氏

名

三
浦
孝
太
郎

門
脇　

永
好

平
成
二
十
九
年

 
十
二
月
二
十
日

〇
宮
選
管
告
示
第
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

桑
島
崇
史
後
援
会

菅
原　
　

傳

平
成
二
十
九
年
二
月
十
五
日

志
２
１
の
会

佐
々
木
征
治

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
日

仙
台
み
ど
り
と
風
の
会

奥
山
恵
美
子

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

大
郷
町
再
起
の
会

郷
右
近
秀
俊

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

〇
宮
選
管
告
示
第
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
八
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
九
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

志
２
１
の
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
佐
々
木
征
治

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
宮
城
県
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
29. 12. ７

（
28. 11. 20解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

桑
島
崇
史
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. 12. 19（

29. ２
. 15解

散
）

１
　
収
入
総
額

105,317 

　
　
　
前
年
繰
越
額

105,317 

２
　
支
出
総
額

105,317 

３
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

8,000 

　
　
　
事
務
所
費

8,000 

　
　
政
治
活
動
費

97,317 

　
　
　
組
織
活
動
費

97,317 
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お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

異
動
事
項

新

旧

　

異
動
年
月
日

郡　
　

和
子

郡
和
子
の
会

公
職
の
種
類

仙
台
市
長

衆
議
院
議
員

平
成
二
十
九
年

 

七
月
二
十
三
日

　

　

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
二
日

町
二

－

一

仙
台
市
青
葉
区
五
橋

二

－

四

－

一

平
成
二
十
九
年

 

十
一
月
一
日

林　
　

宙
紀

林
宙
紀
後
援
会

公
職
の
種
類

仙
台
市
長

衆
議
院
議
員

平
成
二
十
九
年

 

七
月
九
日

〇
宮
選
管
告
示
第
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

仙
台
み
ど
り
と
風
の
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
奥
山
恵
美
子

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
長

報
告
年
月
日
　
29. 12. 20（

29. 11. 30解
散
）

１
　
収
入
総
額

8,245,592 

　
　
　
前
年
繰
越
額

5,885,575 

　
　
　
本
年
収
入
額

2,360,017 

２
　
支
出
総
額

2,856,187 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
個
人
の
党
費
・
会
費
 

（
608人

）
2,348,000

　
　
寄
附

12,000 

　
　
　
個
人
分

12,000 

　
　
そ
の
他
の
収
入

17 

　
　
　
一
件
十
万
円
未
満
の
も
の

17 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

92,087 

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

26,164 

　
　
　
事
務
所
費

65,923 

　
　
政
治
活
動
費

2,764,100 

　
　
　
組
織
活
動
費

2,634,176 

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

129,924 

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

129,924 

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

12,000 

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

桑
島
崇
史
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. 12. 19（

29. ２
. 15解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

大
郷
町
再
起
の
会

報
告
年
月
日
　
29. 12. 27（

29. 11. 30解
散
）

１
　
収
入
総
額

175 

　
　
　
前
年
繰
越
額

175 

２
　
支
出
総
額

0 
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資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

資
金
管
理
団
体
で
な
く

な
っ
た
年
月
日　
　
　

奥
山
恵
美
子

仙
台
み
ど
り
と
風
の
会

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

佐
々
木
征
治

志
２
１
の
会

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
日


